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ふくしま史料ネットが和島誠一賞を受賞しました！ 

 
概要 

文化財保存全国協議会（文全協）は、文化財保護などで顕著な活動を行った個

人・団体を表彰する和島誠一賞を制定し、2000 年から表彰しています。ふくし

ま歴史資料保存ネットワークは、2014 年 6 月 22 日開催の文全協奈良大会におい

て、第 15 回和島誠一賞（団体賞）を受賞しました。ふくしま史料ネット代表で

ある阿部浩一（行政政策学類）が表彰状の楯とともに発表します。 

 

 ふくしま歴史資料保存ネットワーク（略称：ふくしま史料ネット）は、2010

年 11 月、㈶福島県文化振興事業団（現、公益財団法人福島県文化振興財団）、

福島県立博物館、福島県史学会、福島大学を呼びかけ人とする市民参加型のネ

ットワークとして組織されました。 

 2011 年の東日本大震災以後、ふくしま史料ネットは福島大学に事務局を置き、

福島県内の歴史資料を中心とする文化財等の保護活動に取り組んでまいりまし

た。今回の受賞は、ふくしま史料ネットのメンバーによる震災以後の文化財レ

スキュー活動とともに、『ふくしま再生と歴史・文化遺産』の刊行を通して、文

化財保護の規範を示したことが高く評価されたものです。 

 なお、6月 24 日に公表された、日本学術会議  史学委員会 文化財の保護と活

用に関する分科会が、「文化財の次世代への確かな継承－災害を前提とした保護

対策の構築をめざして－」と題する提言を公表しました。 

  http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t193-6.pdf 

その中で、福島県の旧警戒区域における文化財等の救出活動の経緯とともに、

福島大学の歴史資料保全活動および研究・教育活動が紹介され、高い評価を受

けております。今後は旧警戒区域での博物館資料以外の文化財等についても救

出が検討されており、福島大学も支援にあたることにしています。これらのこ

とも含めまして、今後とも福島県の文化財等の保全活動についての取材と報道

をお願いいたします。 

 
 
 
 

 

（お問い合わせ先） 
行政政策学類 阿部 浩一 
a010@ipc.fukushima-u.ac.jp 
電話：024-548-8318 
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